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(百万円未満切捨て)

１．2022年３月期第３四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 20,122 4.7 542 14.1 616 1.0 116 △72.8

2021年３月期第３四半期 19,221 3.9 475 △47.4 610 △42.4 426 △48.4
(注) 包括利益 2022年３月期第３四半期 △44百万円( －％) 2021年３月期第３四半期 707百万円( △41.1％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第３四半期 11.03 －

2021年３月期第３四半期 40.80 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 33,844 21,314 63.0

2021年３月期 32,133 21,749 67.7
(参考) 自己資本 2022年３月期第３四半期 21,314百万円 2021年３月期 21,749百万円
　　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 15.00 － 15.00 30.00

2022年３月期 － 15.00 －

2022年３月期(予想) 15.00 30.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　　

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 27,000 3.8 800 14.7 900 6.1 540 △3.7 51.66
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 －社（社名） － 、除外 －社（社名） －
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年３月期３Ｑ 11,440,000株 2021年３月期 11,440,000株

② 期末自己株式数 2022年３月期３Ｑ 883,416株 2021年３月期 960,226株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期３Ｑ 10,525,321株 2021年３月期３Ｑ 10,443,889株

　
　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績
等は、様々な要因等により大きく異なる可能性があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,984,071 5,803,333

受託現預金 5,271,242 6,240,328

受取手形及び売掛金 2,251,422 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 2,370,190

商品 2,792 11,061

貯蔵品 337,745 329,498

販売用不動産 － 294,000

その他 385,320 536,384

貸倒引当金 △698 △722

流動資産合計 14,231,897 15,584,074

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,635,173 2,808,956

機械装置及び運搬具（純額） 1,743,329 1,985,812

土地 5,843,628 6,195,446

建設仮勘定 18,625 16,420

その他（純額） 485,655 461,990

有形固定資産合計 10,726,411 11,468,626

無形固定資産

ソフトウエア 561,822 539,443

のれん 160,098 88,107

その他 100,610 112,840

無形固定資産合計 822,531 740,390

投資その他の資産

投資有価証券 5,141,732 4,841,549

繰延税金資産 162,129 152,831

退職給付に係る資産 407,918 432,566

その他 649,768 634,373

貸倒引当金 △9,359 △10,094

投資その他の資産合計 6,352,189 6,051,225

固定資産合計 17,901,132 18,260,241

資産合計 32,133,029 33,844,316
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 470,138 335,539

短期借入金 565,000 1,665,000

1年内返済予定の長期借入金 2,227,748 226,248

リース債務 3,150 3,208

未払法人税等 195,495 67,367

契約負債 － 196,660

預り金 672,221 2,015,267

賞与引当金 508,701 257,319

役員賞与引当金 36,350 29,340

その他 2,371,487 2,561,445

流動負債合計 7,050,294 7,357,395

固定負債

社債 － 1,000,000

長期借入金 1,805,568 2,602,568

リース債務 18,454 19,476

長期契約負債 － 161,547

繰延税金負債 795,272 657,038

退職給付に係る負債 389,271 405,893

その他 324,636 325,655

固定負債合計 3,333,203 5,172,180

負債合計 10,383,498 12,529,575

純資産の部

株主資本

資本金 4,618,000 4,618,000

資本剰余金 8,519,701 8,527,404

利益剰余金 8,550,344 8,199,374

自己株式 △809,840 △740,371

株主資本合計 20,878,206 20,604,407

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,204,472 2,042,448

土地再評価差額金 △1,362,016 △1,362,016

退職給付に係る調整累計額 28,868 29,901

その他の包括利益累計額合計 871,325 710,333

純資産合計 21,749,531 21,314,741

負債純資産合計 32,133,029 33,844,316
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

売上高 19,221,672 20,122,116

売上原価 15,287,426 16,183,675

売上総利益 3,934,245 3,938,440

販売費及び一般管理費 3,458,579 3,395,506

営業利益 475,666 542,934

営業外収益

受取利息 147 142

受取配当金 99,687 114,018

その他 79,554 36,615

営業外収益合計 179,389 150,777

営業外費用

支払利息 29,816 35,079

社債発行費 － 30,061

その他 15,213 12,551

営業外費用合計 45,030 77,692

経常利益 610,026 616,018

特別利益

投資有価証券売却益 138,428 73,874

固定資産売却益 － 766

特別利益合計 138,428 74,641

特別損失

減損損失 832 －

固定資産除却損 29,777 40,817

投資有価証券売却損 140 －

解体撤去費用 － 67,076

和解金 － 330,000

特別損失合計 30,751 437,893

税金等調整前四半期純利益 717,703 252,765

法人税、住民税及び事業税 150,283 136,726

法人税等調整額 141,260 △60

法人税等合計 291,544 136,665

四半期純利益 426,158 116,099

親会社株主に帰属する四半期純利益 426,158 116,099
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

四半期純利益 426,158 116,099

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 284,928 △162,023

退職給付に係る調整額 △3,481 1,032

その他の包括利益合計 281,446 △160,991

四半期包括利益 707,605 △44,891

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 707,605 △44,891

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

（会計方針の変更）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等

を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又は

サービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。これにより、主に次の変更が生

じております。

（1）機械警備契約に係る収益認識

警備事業に係る機器設置工事については、役務提供完了時点において一時点で収益を認識しておりましたが、機

械警備サービスの契約期間に応じて収益を認識する方法に変更しております。

（2）ビルメンテナンスに係る収益認識

ビルメンテナンスについては、契約ごとに期間に応じて収益を認識しておりましたが、識別された履行義務の充

足に従い、収益を認識する方法に変更しております。

（3）工事契約に係る収益認識

建設工事については、工事完成基準を適用しておりましたが、履行義務を充足するにつれて、一定の期間にわた

り収益を認識する方法に変更しております。また、履行義務の充足に係る進捗率の見積りの方法は、主として発生

原価に基づくインプット法によっております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従っており、

第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連結会計

期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は153,970千円増加し、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期

純利益はそれぞれ153,970千円増加しております。また、利益剰余金の当期首残高は210,679千円減少しております。

収益認識会計基準等を適用したため、収益認識会計基準第89-2項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年

度について新たな表示方法により組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業

会計基準第12号 2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第３四半期連結累計期間に係る顧

客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。

　


